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1守る (2}j 

交
通
宏
金
協
会
の

名
物
男
と
し
て
お
な

じ
み
の
津
間
初
ニ
さ

ん
が
を
さ
る
一
月
十

九
日
、
第
八
回
交
通

安
全
国
民
総
ぐ
る
み

運
働
中
央
大
会
で
、

金
ト
日
本
交
通
安
全

協
会
長
か
ら
、
手
通

常
誉
章
一
ー
抑
制
寸
字
銀

と
交
滋
功
労
表
事
」

彰
ぞ
受
け
た
o
m間十

年
寸
出
口
の
「
緑
十
字

鋭
擢
」
に
次
く
二
度
自
の
功
労
輩
で
あ
る
。

津
市
出
さ
ん
は
横
通
貨
市
船
越
の
、
海
軍
工

廠
(
し
よ
う
)
造
兵
一
部
の
投
手
を
し
て
い
た

父
続
の
四
人
兄
弟
の
長
男
に
生
ま
れ
た
u
帝

国
海
軍
健
夜
な
り
し
ζ
ろ
だ
っ
た
が
軍
縮
の

あ
お
り
を
食
っ
て
最
%
の
よ
く
な
い
御
代
だ

っ
た
。
父
親
の
後
を
継
ぐ
つ
も
り
で
海
軍
工

廠
補
選
科
に
学
び
技
手
の
資
格
治
得
た
。
た

ま
た
ま
父
親
が
漣
ま
れ
て
理
監
会
社
の
技

師
に
招
科
さ
れ
横
浜
へ
行
っ
た
が
、
い
つ
ま

で
も
人
に
使
わ
れ
て
い
て
は
色
白
く
な
い

の
で
大
正
十
三
年

に
平
塚
へ
や
っ
て

き
て
独
立
‘
さ
さ

軍司i璽功労《線十字銀重量》者授与された

平塚古~l麗安金協会長

関初二さん

を
始
め
た
心

者
の
津
田
さ
ん
は

三
人
の
弟
と
共
に

父
親
に
つ
い
て
街

売
を
手
伝
っ
た

が
、
以
寸
h
F
J
は
自
劃

車
が
診
ら
し
い
鯨
代
で
、
商
売
も
問
調
に
発

問
岡
、
昭
和
十
六
掠
に
法
人
組
織
に
改
め
、
今

日
ま
で
凶
T
五
年
に
お
よ
び
業
界
1

君
つ
て
の

老
舗
と
な
う
た
ι

父
判
明
は
技
術
家
に
あ
り
が
ち
な
厳
絡
で
無

口
の
人
だ
っ
た
が
、
飴
っ
た
と
と
が
大
嫌
い

で
、
白
人
の
子
供
に
一
¥
誠
実
な
人
に
な
れ
、

人
の
ょ
に
立
つ
人
に
な
れ
』
と
教
え
こ
ん
で

き
た
ο
太
平
洋
戦
争
で
弟
の
一
人
は
戦
死
し

た
が
、
あ
と
の
一
一
…
人
兄
弟
が
仲
よ
く
事
業
を

守
っ
て
ゆ
く
の
を
満
足
付
に
み
て
‘
=
…
十
五

年
八
十
肢
で
亡
く
な
っ
た
。
後
寄
継
い
だ
津

田
さ
ん
は
、
若
い
と
き
か
ら
『
初
ち
ゃ
ん
』

の
愛
紘
で
近
隣
か
ら
も
信
望
が
厚
く
、
車
く

か
ら
烏
入
地
区
の
防
代
、
総
代
(
町
内
会
長
〉

に
議
は
れ
十
年
余
り
も
総
の
た
の
を
初
め
、

松
原
小
、
江
日
間
中
の
P
T
A会
長
、
保
護
可
、

松
原
公
民
館
長
な
ど
多
く
の
公
職
を
歴
任
、

二
十
八
年
八
月
平
塚
市
〈
通
安
全
協
会
創
立
に

山
富
覇
、
常
任
醍
事
、
副
会
長
、
会
長
を
歴
汗
臣
、

今
日
ま
で
十
五
年
間
交
通
安
全
連
動
ひ
と
す

じ
に
尽
く
し
て
き
た
功
績
は
大
き
く
、
津
田

さ
ん
と
い
え
ば
安
全
協
会
を
連
想
す
る
ほ
ど

で
‘
一
一
一
十
年
五
月
に
は
市
議
に
当
選
、
い
ら

い
ご
一
一
期
当
選
ョ
閣
議
長
を
最
後
に
凶
十
二
年

政
治
の
一
線
か
ら
退
い
た
が
、
ま
だ
十
一
日
間
の

開
門
書
き
を
も
っ
て
飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
。
と

く
に
‘
夜
連
安
全
協
会
長
と
し
て
の
仕
事
は

忙
し
く
、
年
間
同
二
百
五
十
日
は
家
を
あ
H
U
て

飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。
央
子
自
ら
お

人
好
し
を
も
っ
て
自
任
し
も
頼
ま
れ
れ
ば
断

わ
れ
な
い
性
格
だ
が
、
社
会
の
為
に
飛
び
ま

わ
れ
る
の
も
、
事
業
の
方
は
ふ
た
り
の
実
揺

が
専
務
と
ヱ
場
長
、
長
男
と
次
男
が
そ
の
下

で
共
に
働
い
て
く
れ
る
か
ら
で
、
安
心
し
て

任
せ
て
い
る
と
い
う
c

い
ま
最
大
の
額
い
は
、
衣
通
事
故
を
な
く

す
と
と
で
、
従
来
の
よ
ち
な
、
自
銑
車
稼
業
の

集
団
だ
の
が
騒
い
で
も
効
果
は
あ
が
回
由
。

家
厳
守
る
み
、
町
ぐ
る
み
で
取
り
組
み
、
み
ん

な
が
ル
ー
ル
亭
守
る
と
と
、
恋
溜
事
故
は
天

災
で
な
く
人
災
で
あ
る
か
ら
必
ず
妨
げ
る
。

日
本
で
は
一
分
十
四
秒
ご
と
に
一
人
が
負

傷
、
一
二
十
六
分
に
}
入
が
死
ん
で
い
る
。
年

間
同
一
万
隠
千
人
が
宛
ん
で
い
る
、
伝
染
病
だ

っ
た
ら
大
騒
ぎ
の
筈
な
の
に
交
通
挙
教
と
い

え
ば
当
然
め
よ
弓
な
顔
を
し
て
い
る
の
は
も

っ
て
の
ほ
か
、
と
力
説
す
る
ο
幼
児
や
母
親

か
ら
訓
練
を
し
な

け
れ
ば
敵
寂
は
図

以
れ
な
い
、
だ
か
ら

広
市
内
に
交
通
公
園

杭

ぞ

誇

、

各

地

区

主寧鐙

をZZ
奔をな
走按下
し進昔日

己主警

る心
、
ン
ゲ
夫
人
(
六
一
一
…
)
と
二
十
八
歳
の
同
町
結

橋
、
三
男
三
一
次
と
い
う
よ
い
子
持
ち
で
、
全

部
大
学
教
湾
を
受
日
り
さ
せ
た
。
長
男
次
男
は

思
分
の
会
社
に
、
一
一
一
男
は
独
立
を
践
し
て
他

社
で
修
業
中
、
長
女
は
他
家
に
い
ず
れ
も
結

熔
独
立
‘
そ
れ
ぞ
れ
子
供
が
あ
り
孫
が
合
計

八
人
。
家
庭
は
夫
人
と
未
婚
の
次
女
一
一
一
女
と

の
商
人
暮
し
o
趣
障
は
旅
行
と
釣
り
c
癒
は

や
ら
ず
、
態
背
中
は
ハ
イ
ラ
イ
ト
が
一
一
自
に
一

個
回
世
度
。
間
働
車
の
免
許
は
あ
る
が
自
分
で

は
ハ
ン
ド
ル
ぞ
撮
ら
な
い
。
身
長
一
二
ハ
一
一
一

M
M
。
体
重
八
十
J
、
健
康
は
溺
点
と
い
う
身

体
C
信
条
は
亡
父
に
教
官
一
え
ら
れ
た
『
誠
実
』
。

昨
年
工
場
拡
猿
宇
機
に
溺
住
午
前
に
新
築
移
転

し
た
o
六
十
一
一
一
山
崎
。
住
所
は
平
田
畑
市
馬
入
学

天
沼
五
/
二
一
。

(
サ
{
@
名
倉
償
光
・
広
報
モ
ニ
タ
ー
)



(2) 

…
総
務
部
財
政
課
は
‘
昭
和
四
十
一
年
度
上
半
期
の
予
算
の
う
と
言
、
空
襲
会
議
決
算
書
容
と
~

仇
す
る
、
第
三
十
九
関
自
の
市
街
政
状
況
ぞ
公
表
し
ま
し
た
。
今
期
間
財
政
情
況
で
は
、
①
市
の
予
算
規
模
は
山

山
昨
年
九
月
末
に
十
て
一
芝
山
町
で
は
じ
め
て
百
一
億
一
千
万
四
の
大
台
に
の
っ
た
。
②
予
算
上
一
般
会
計
の
自

V

~
主
財
源
は
八
一
一
一
@
八
%
、
建
設
費
は
凶
五
三
%
で
、
い
ぜ
ん
前
年
度
を
と
え
る
高
率
で
あ
る
o
③
よ
半
~

{
期
の
総
体
収
支
は
収
入
率
五
回
e

一
%
と
半
数
を
と
え
支
出
は
四
七
e
六
弱
で
、
収
支
六
億
五
千
九
百
万
円

)
汚
の
入
趨
で
経
滋
し
て
い
る
o
@
一
般
会
計
の
奴
入
車
は
四
八
エ
一
一
%
‘
支
出
は
自

oe凶
%
で
、
昨
年
}

~
間
期
と
く
ら
べ
収
入
}
ニ
ハ
形
減
、
支
出
一
・
五
%
増
と
な
っ
た
。
と
れ
は
鼠
県
支
出
金
の
交
付
が
お
く
{

て
た
語
、
事
業
の
進
行
軍
い
た
め
で
あ
る
o
富

士

長

室

、

当

初

予

想

さ

長

霊

喜

一

~
り
ζ
ぇ
、
各
会
計
と
も
予
算
の
百
パ
ー
セ
ン
ト
を
と
え
る
収
入
実
績
を
あ
げ
‘
議
年
度
一
億
八
千
五
百
万
~

ん
円
の
黛
字
を
出
し
た
ο
⑥
四
十
一
年
度
一
懇
警
は
最
時
制
ア
一
単
一
一
一
十
二
億
円
台
に
達
し
、
大
き
な
黒
字
を
一

日
残
し
な
が
ら
、
支
出
予
算
は
い
ず
れ
も
高
い
執
行
車
を
記
録
L
た
。
⑦
市
有
感
産
は
五
之
ハ
憾
に
近
づ
}

ん
さ
‘
量
差
額
は
八
億
七
千
七
省
万
円
と
な
っ
た
o

な

ど

め

諮

善

明

ら

か

に

し

ま

し

た

。

{

入
八
億
九
子
百
万
円
〈
ニ
五
・
五
%
)
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昭和 43年 2月15E 

鵠
沼
市
開
時
e

セ
ン
タ

i
で

表

影

あ

な

た

も

納

税

貯

蓄

組

合

へ

(3) 

(きくどてに震 でえで十下六六三

ii iti i iiiEFiai;135ii 
iiizii説話出ii111i
5ii iiii員iiiiTiziii新門雲
市雪空室長考13ミミ雨 空議全亨窓ゑ?;l，:l吉宗献警守合

定喜重 E4 主義量務交 2 警言きべ主主高話題~ & 
窓君霊 EE毒事室を通むよ長々 定主主祭8署主主-

ziiiiiffi著書 ?iii;ii主55
1iii;iiif中長 11iiii:izi部

室宅高童共言墨書重 ζ日

;暗号室F35宍
思議零時主主喜望E
i詰=ifisilf 富
前肝て。詰号事室 一一一 ω…… -zt T521Z話器

jjiiiii!1jaii!ij;jj!imiiijjji:;1;!jjjj{ 
iiE!?iizj!?市誕生i;iii!?iiiiiiii:iiiii

口ド35532考自室223宅自己f詰き霊長ZF12i 
露呈努翠主事を 2吾軍手吉宗託生苦患遺君主受辺警 2主主妻宅金

j Iilii11提出ii;i!?;民話
935言語諒誌を;己主白号車252Fリ民主5

選者番人名簿を公開

選挙管型車議員会は、 3月 1沼の時点

で、選挙人名簿を調整します。もれ

ていると選挙のとき投禦できませIvo

上託公開部認内に事自分の選事維が

議録されているヵ、どうか、纏めてく

ださい。

3月!民以前lこ満20才になる人と、

昨年12丹 tS以書官に市内に住所を帯

したメ、{率、 3 月 1日までにi主主導主人名

簿への愛重量申し出を ー。この白まで

に手続きしないと、 6月に予定され

ている事畿続選挙に市内で投薬でき

なくな ηます。亭続舎は、却をもっ

て下記へ。

311 
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343 
42~手穫の水平南と経稲

ちかく農家に支払う
畿 にたウ脊と し七水か稲

車義主主主話室、ちさ雪善喜重
プて@度まのやわ ζ 農千苔農害部
主主被被つ、縞めと産 F弓ニ協状 E量

点雪雲宍警護五主君主主蓮理事
収百共とは病好天集払万じ築は

王手重宅ZE五空寺三事宍零ふ
華警告E究露句霊同毒月嚢器量

七きそ喜宣言2信号室2Z

国民に親しまれ、指輔をいただ〈郵盟時の間

易保践は、いまや探有艶的高 5兆円、加入者

からお預りした宝宅金 Z兆 5予櫨問に成長、学
捜や性宅道路・上下水道 a鉄道・病院など

の撞誼資金として、大きちな投割を果たしてい

ます。明拍 100年を記念し、さらに業舗を悼

ばす〈閑易保険新加入運動〉を、ただいま平
壇郵摺局主催、平塩市協然で実施中です.情
田町ご文捷をお臨いいたします.なお、昭鞘

22'事担前に加入した郵{更年金の特別揖いを行
なっていますa 心、あたりの方は早めにもより

の郵宙局へお取し出を 。

む

J
、
交
一
つ
共
済
金
~
一
一
世
田
一

七
千
八
百
五
十
円
。
対
象
問

地
区
に
わ
た
り
、
地
区
罰
則

d

百
一
一
一
十
八
戸
‘
七
h
択
と
金
百
各
百
一

十
一
一
一
ぺ
旭
九
十
九
戸
、
神
田
九

二
一
一
戸
、
岡
崎
六
十
一
ニ
戸
な
ど
の
順
。

一
鐙
何
?
被
害
百
二
十
七
戸
.
七
十
一

広
、
減
収
一
一
一
千
六
百
八
J
、
共
演
品

J

エu万
一
一
一
千
八
百
八
円
、
城
島
一
一
一
向

一
一
一
一
一
戸
、
土
沢
函
八
+
穴
戸
、
金
四
百

五
十
七
戸
、
平
塚
百
二
十
一
一
一
一
戸
、
地

図
百
五
戸
、
旭
と
照
締
九
十
窃
一
戸
、

金
田
七
十
五
日
な
ど
の
願
。

(4) 第 196号〈第 3種郵便物認可)

二
月
二
十
九
日
か
ら
三
月
十
三
日
ま
で
の
ニ
当
編
春
の
火
災
予
防
護
動
が
、
全
国
い
っ
せ
い
に
行

な
わ
れ
ま
す
ο
に
の
季
節
は
、
季
節
風
や
異
状
乾
慢
な
ど
、
大
火
を
招
き
や
す
い
気
象
条
件
に
な
る

た
め
で
‘
殺
未
と
碕
じ
火
災
へ
の
き
び
し
い
響
戒
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
o
市
消
防
本
部
は
‘

ζ

の
期
間
の
拐
半
を
主
と
し
て
車
両
火
災
の
予
防
、
後
半
の
一
凶
凶
を
一
般
の
火
災
予
防
に
重
点
を
お

宮
、
徹
底
し
十
品
火
笹
薮
を
盛
り
あ
げ
る
方
針
で
、
す
で
に
長
路
計
箇
h
T
魁
み
、
二
月
二
十
九
日
か

ら
い
剖
持
賀
町
引
に
よ
い
る
態
勢
を
と
と
の
え
に
い
ま
す
。

昭和 43年 2月 15臼

J 

(4) 

交差点で・の

交差点、特に信号機が設置されていない

場所での右く左〉折、または狭い道路から

広い道路へ出る場合は、原則としておの安

全を健かめ、次に下の安全を確かめるとと

のほうがより安全です。

との場合、歩行者が死角になちがちです

からじゅうぶん注意することが必要害です。
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第 196号

(
よ
〕
街
頭
で
獄
血
を
岡
町
び
か
け
る
採
血
車
・
(
下
〕
血
財
団
セ
ン
タ
ー
に
清
潔

保
存
法
れ
る
き
れ
い
な
血
液
、
す
べ
て
獄
血
に
よ
る
も
の
だ
。

〔第3種郵便物認可〕昭 和43年 2月 15S 

重苦護婦古ん!こ渡吉れたま主窓譲容を読みながら採血を受け

る一月羅臼の11時ごろ中海留保病説の採血窪で

(5) 

平塚市畏センタ lこひらいた震の獄鼠動け合いのつどい

であいさつする加藤市長

こ
と
と
λ

さ
わ
が
れ
た
め
黄
色
い
邸
・
売
血
Jvd追
放

さ
れ
、
日
示
邸
液
セ
ン
タ
ー
に
は
、
い
ま
、
約
二
千
本
の

き
れ
い
な
血
液
が
冷
凍
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
も

交
通
事
故
の
激
増
や
医
療
技
術
の
進
捗
に
よ
っ
て
、
出
液

の
需
要
は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ち
と
れ
を
き
れ
い
な

胤
で
ま
か
な
う
に
は
、
前
回
出
の
積
極
的
な
献
邸
に
た
よ
る

し
か
方
援
が
な
く
.
県
庁
エ
巾
で
ば
、
周
目

τ
に
献
血
組
織
の

青
成
を
強
く
す
A

め
て
い
ま
す
ο

今
年
度
県
下
の
採
血
日
擦
は
十
二
万
二
一
千
六
百
人
と
い

わ
れ
、
昨
年
ア
一
丹
君
臨
℃
に
六
万
六
千
四
百
人
(
五
一
一
一
-

仁
0
4
〕
が
血
液
を
援
供
し
た
が
、
銭
る
凶
か
月
で
、
問
岡
山

の
四
六
匂
を
採
邸
す
る
必
要
が
あ
り
‘
血
液
磁
保
は
か
な

ら
ず
し
も
楽
観
を
窃
る
さ
な
い
状
勢
に
あ
る
、
と
い
う
と

と
で
す
b

平
塚
市
で
は
、
凶
十
一
年
度
に
白
織
の
一
一
五

号
一
八
先
に
の
ぼ
る
一
一
一
千
六
百
四
十
六
人
か
ら
採
血
し
た
記

録
が
あ
り
、
現
凶
十
一
一
年
度
は
、
す
で
に
昨
年
ム
二
月
ま

で
で
目
標
の
ご
三
一
a

七
%
、
四
千
一
一
百
五
十
人
が
獄
邸
、

年
度
末
ま
で
に
は
一
五
一
~
を
よ
ま
わ
る
成
績
が
ア
恕
さ

れ
て
い
ま
す
ι

献
脱
者
と
雲
家
族
に
崎
、
万
一
の
と
さ
‘
優
誌
に

血
波
が
確
保
さ
れ
る
ほ
か
診
採
血
に
は
健
援
に
ト
分
な
配

騒
が
払
わ
れ
る
の
で
、
安
心
し
て
献
血
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
(
纏
短
期
獣
血
・
マ
毎
週
月

ω時
、
同
時
中
南
病
院

・
マ
毎
月
第
ふ
一
第
四
上
履
印
時
、
!
日
時
平
塚
駅
前
)
。

長

9.30-12時b襲撃奪小学技講堂/$長 先訟の激闘のことば/視いのことば/

生徒式表の希望と抱負/お話{巣立つ青少年諸君〉足栴青年内事所長藤本博氏/

ゲーム・ソング(県立青少年金館主事本城泰国民指導['1"阜市主徽1

白

発

約

に

噛

清

掃

続

け

る

輔臨1部式典/児童盟主審朗読/功骨

者的表軒など

醐轄2部常生年代表者による討論会

(小林利先アナウンサー育会)その姐

語13時 間 会

甫毘センターホーィレ

一融市民的入場を拡迎しますe

313 



〈第3畿郵便物認可〉 第 196号 (6) 

山 山 守 山 山 山 川 …山山"山山"，""'"''''''，''' 川町山山"..，."..，，，，.，，，，，，，，，，，，叩山I山山州知川

一一

実
業
毘

は
日
産

布
教
委
ま
催
、
毎
日
新
潟
社
後
冊
目
、

まもな<2，2掴 λの新1年生が市内措按

!こ入学するu 零星電{扮宇年の入学式マ

母子家庭への融資制度

貸付限度額

300，000河

150，000丹

帽 τ 疋 nnm  

家

月額 2，500円

月額 2，500円

25，守 00f弓

月額 4，500Pl

150，000問

I1 て才

11ク ス福留

蚊・はえについで、第3の害虫といわれるくゴキブリ〉は、蚊.11よ ト永留

はえにま貯ない伝染病の立役者であり、強じんであり、通近、年々 1lfレ!武常

潜加の傾向にあるという。緩かいかくれ場所さえあればいくらでも 11."/淳一努マ匂
ふえるゴキブリにとって、寝殿のきいた窓物ゃ、館、書苦のアパ~トな 11偽年 定孝喜怒童書花

どの摺加は、またとない好条件になっている。ゴキプリには、はっ jjよ毒狗畏湾襲警
きりした活童話シーズンはないが、それでも、春先ぎから麗にヵ、VT亡 11 ム女 リヤ凌託

在霊童話が目立ち、繁殖するというo しかし、卵から足立虫までの筋潤が 11之li: ;r;'.tl!話完
! 長いという特額があり、 11シ完 ちだ ‘ 

妨疫シリーズ(霊) 1.;三官出222253込li る

く、長い販問7りまかふると I!
いう。 ζ のあたりがゴキ 11

プ臼退治作戦の最大のき 11
め手といえるo 11 

台所で見かりたゴキプ

リを摘えようとしても、

殺虫剤をかけようとして

も、す1;1:ゃくせまい際に

逃げ込んで怒うにさまカ刈宝

ない。強界的な退治作戦

をたてるには、その習性

を知る必要がある。

・赤痢菌や結核欝ぞまきちらしたり、寄往虫の卵ぞ

媒介するo!¥¥¥奥を出し、ぎらぎら光沢のある虫tJ宮、便貯トや戸郷や台

所をとぴあるく姿は、何としても不潔だ。

重量ゴキブリの習性・⑤特定の発生源がなく、②建卵期や成虫出現に

も華寺第がない、③「抵f¥oが主主く、@昼間はもの均、げにじっと群をつ
くってひそみ、夜間に活節する。ひそむ場所は毎日一定している。

⑤人間のたべるものは何でも食べ、たん吊便所の物など、汚物や虫

の死がいなども好む。いわゆる雑食性である。

覇軍駐強校J~茸・①まずゴキプ立の住み家と食べものをなくすζとだ。
台所の自なろ気づかない所を湾縛して卵を取り除き、台所のとみな

どはふたのついた容器暑におさめる00ゴキプロの習性に合わせて灘

郊を使11'，とくにゴキブリの遠路には、乳F轄の原授か10倍液をはの
で重量っておく残留重量布告査が効果的である。

も る.・

〔築事の衛生著書虫ゴキブ')) 一一一重量かな商品知識一一
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第 196号く第3種郵便物認可〉昭和43年 2J3 15日(7) 

11 28日旭昔話民館土沢中学校

ノノ 2吉田 神田公民館 !日四之宮公

民館

須賀公民館 花水公民館

重富士見公民銀

中原公民館

毘 F百台武道著書 松原公民

書官

( 2鹿沼巡回読稜〉

3月 1自白蜜国公民館八播公民館

" 1告白金日公民館

ノノ 21回想公民館

ノノ 22日 神間公民館 !日四之官公

民館

須賀公民館花水公民館

中路公民館

富士見公民館

見限台武道場松原公箆

館

(3盟問巡窃弱程〕

4月 88 豊田公諒館

" 9日金自公民館

ノ 11日旭公民館

11 12日 神路公民館
民 館

須賀公民館花水公民館

中際公民館

富士見公浸溺

見 F百台武道場松原公民

館

種事時間・各会場とも、育児不自主主は9
時から10符3日分まで、他の予防濠

濁は犯罪事30分-15時まで。

認必携@予防接橿には《予訪接趨》

手緩号、青児者ヨ談には《母子手

緩》をお忠れなくい。

穏主E課は、曹司汚に実施した43年予

防接種の第1罪事ツベノレクリン反応検

疫を今舟も実施します。もよりの会

場へ、ぜひ、該当児をおつれくださ

い。 ζの接種を受付たら、かならず

判定を受けないと軍霊碑がありませ

ん。判定の結果、絵性の子』これ

Gを主宰遺するζ とになりますJ
16毘以後の日程は次のとおり凶ー・。

錨対象・昭37.4.2- 百召4~.9.2古田主主で
の閣に主主れた子。

額i諮問日程(接種田〉

/ノ 19日 真:f:公民書官

〆" 20日 須賀公箆館 (2tf歪め3
11 21日 松原公民館

/1 22B 易的合武道場 (2留め3
駿巡回認程 t判定商〕 ーツベノレクリ

ンを受付たら、次の日に必ず判定

を受付る。~
I1 16日 16水公民館 (2[0め)

/1 21日葉土公民館 l 

" 2沼日 須賀公民館 (2留め〕

ノノ 23日 松原公民館

11 24日 見 F百台武道蓮華 (2留め〕

劉時濁・各会場とも13時 30分から15， 

時まで。

慰霊主主霊・富士見・干E水 a須賀各公 民 :

重富と中原 J"'I<校、児約合武道場の 1

5会場は混雑するため 2日箆にわ l

けてあります。 1留めのときは昭

3T年 -39年までに生れた子。 2図

的のときは昭40年~招4~年までに
主主まれた子を対象とします3

豊富必揚・母子手憾と予防接種手最長は l

必ず持参してくださしh 予儲援額 l

手際はツベルクリン接種目43ペー!種は、 2月26自ヵ、ら実施します。愛 l重量対象・⑦昭42.6.1 -42.10.31日ま

ジ、間判定自44ベ ジです。 Ij吊ぞ病魔から守るために欠かせない i でに主主れた赤ちゃん (3間接麗)

l 予防護種ですσζの吉呂ぜき・ジフ i ②昭41日.1-41.10.31日までにさE
iチリア混合予防接種は、日をおいて l れた子と、 42年春に第 l期の接華霊

3回経種しませんと効果がありませ; を終えている手口鼠i接罷)

lλ均ぜひ、もよりの会場へ該当児を! 重量巡回罰穣. ( II歪め〕
|おつれください.:>26日以後の日穫は I 2河26呂 鐙回公民館八幡公民館

百日ぜき・ジフテリア混合予防接 l 次 の と お り '..0 ! /1 27日 金自公民館金E自公民館

衛生課は、 4月から 5}'jにかけて

開のレントゲJ検室を実掘します。

がんの中で一議多い、情がんの暴露耳

発見のため40才以上{昭和3年 2月

末日以前の出住者〕の人の胃のレン

トゲン検査を巡回で行ないますo検

査人員に制限がありまずから、先鷲

麟に実施しますので、お皐めに申し

込み下さい。

・4月下旬-5月上旬

・各公民館{申し込み入3月 1日
/ノ 2日
/1 <1 B 
/1 5 Eヨ

本泉ちゃん
はまちといずみ (7か月)

官自村3057集営者署内アパート 7
-203号 a会社員誤本疋さん 24)
と章吾容葵さん(27)の長女、主主後

7か月、身長日7センチ@体護9.8
キロ・潟関50センチ、かふりつ

りの盟主臣官が幾康優良児の折紙を

つりている。お父さんは市内の

沼南リネンサプライに勤務、香

川県出身。

一交代診療制でー

日瑠休診毘の急態、を救うため、平

塚市医師会減、交代診療部俊を申し

合わせています。東海道を境に

翻 鋳1・第3日躍日は再事側の医院

瀦告書 2.第 4沼曜日は北側の際院

が、原員立として診療に応ずるととに

なっています。乙オリ立、昭和35年の

商会会員の申し合わせによるもので

すが、 fl'賓郊で高ってっとうにより

変受もある。呂騒はあくまで休診自

であり、診療は緊急患者に絞るjと

されています。以上のほか、市内の

教主主J商露首主次のとおり

豊富共済問続・り…. (22局 1950J
纏中戸富国保病院...... (22局0015)

αi筒0520)
(21潟0346)

軍軍倉包病院・……ー一 (21閤0570)
署富永瀬病院……… -α1潟09]Il 

八幡公民館

金E自公民館

1ニ沢中学絞

!日四之宮公

23日

25日

268 
n尽

13沼
15臼
168 
178 

F

F

F

F

 

J

J

J

J

 

H

H

H

H

H

H

M

M

 

× 
《広報紙に掲載する赤ちゃん》

今月はm;募98名のなかから、 1
月30日広報課長が課員立ち合い

のうえで地せん、家ちゃんに決

定しましたοおめでとう......。

昨年抱月、市営住宅関締回地の護燭ヱ署揮で出土し

た縄文式土器

金
問
小
の
新
潟
地
を
発
掘
鰐
蛮

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
は
、
新
一
た
め
‘
緊
急
に
発
抱

余
前
田
小
学
校
敷
地
内
の
塔
の
越
古
絞
め
磁
観
さ
れ
る
溜
跡
の

発
謡
輔
副
畿
南
官
、
昨
年
十
二
月
二
十
四
呂

か
ら
二
十
八
日
ま
で
行
な
い
‘
中
佐
代

吉
間
部
五
輪
塔
、
窓
飯
田
塔
、
木
根
(
江

戸
末
期
に
機
え
p

回
れ
た
桜
〉
な
ど
議
選

な
資
料
を
鞘
努
し
ま
し
た
。

乙
の
発
掘
弱
蚕
の
話
的
は
、
会
屈
小

学
校
の
新
穆
転
用
地
内
に
‘
需
品
保
年
間
同

江
戸
幕
府
が
編
纂
し
た
「
新
線
相
続

国
風
土
記
」
の
な
か
に
「
何
人
の
境
纂

な
る
か
伝
を
失
う
」
と
記
さ
れ
た
採
が

あ
り
、
本
年
一
月
に
援
め
た
て
整
地
工

二
つ
の

沼
地
ほ
と
金
自
治
区
で
行
な
い
ま
す
c

当
日
は
‘
平
塚
市
人
権
擁
護
委
員
協

会
が
ζ
の
県
民
同
相
談
に
協
力
し
て
も
無

制
時
滋
揮
相
談
を
併
設
じ
ま
す
。
街
地
、

借
家
祖
相
続
な
ど
一
般
民
事
の
宿
談
か

J

門
郷
土
出
品
同
い
ま
ま
で
住
ん
で
い
た
入
も

…
中
原
，

白

-

L

新
し
く
住
む
よ
う
に
な
っ
た
人
も
、
い
っ

し
ょ
に
都
土
の
由
来
を
た
ど
り
、
好
ま
し
い
人
…
街
路

保
を
つ
く
っ
て
い
ζ
う
と
‘
中
原
公
民
館
で
一
一
月

五
日
か
ら
一
一
一
同
寸
郷
土
史
欝
箆
を
ひ
ら
き
、
好
震
た

っ
た
。
津
田
崩
は
〈
中
路
の
う
つ
り
か
わ
む

V
で
‘
①

江
戸
時
伐
ま
で
を
高
瀬
領
選
民
‘
②
曲
明
治
か
ら
一
沼
和

ま
で
を
浜
福
中
白
井
敏
論
、
⑬
戦
後
i
現
在
将
来

を
井
出
鎌
倉
中
校
長
が
担
当
し
た
。
中
亭
南
原

東
中
原
地
区
は
、

ζ
i
A
十
年
間
に
人
口
が
一
一
倍
強
に

ふ
え
て
い
る
。

=
門
品
開
貯
金
一
日
市
主
催
の
四
十
二
年
度
ば
ら

…
国
滑
と
力

i
ネ
8
0
0
1

シ
ョ
ン
立
官
官
官
面
評
会
で
芭
盟

国
地
区
が
ふ
た
つ
の
優
等
を
独
占
し
た
ο
ヤ
ぱ
ら
の

部
優
等
・
鈴
木
伸
一
民
‘
マ
カ
i
ネ

i
シ
ョ
ン
の
部

優
等
*
小
泉
一
作
民
(
い
ず
れ
も
豊
田
)
。

・
門
時
則
愈
一
日
中
央
農
協
関
総
支
所
は
、
毎
月

間
鴎
，;

山
〈
一
日
出
国
貯
金
日
〉
争
設
り
て
い
る
が

と
の
ほ
ど
向
地
区
の
関
野
章
さ
ん
夫
婦
が
、
百
円
銀

賞
ば
か
り
で
一
一
一
吉
凶
十
八
倍
ニ
万
四
千
八
百
円
ぞ
貯

金
し
て
話
留
に
な
っ
た
。

ζ
の
若
い
夫
婦
は
、
釣
り

銭
の
百
円
玉
号
、
約
一
年
に
わ
た
っ
て
、
漂
い
悶
陶
器

製
の
ほ
て
い
さ
ま
貯
金
績
に
ス
れ
つ
づ
り
た
も
の
。

門
芝
鋭
意
M

一
月
二
十
八
日
、
地
元
の
人
総
出
で
、

鈴
川
川
壌
拐
の
雑
草
を
焼

き
払
っ
た
。
河
川
愛
護

と
美
佑
を
か
ね
た
も
の

で
.
無
平
塚
土
木
事
務

所
も
一
役
か
い
‘
同
時
治

ぞ
提
供
し
た
G門

路
間
関
一
日
市

占
、
期
臨
時
地
帯
土
沢
の
名
を
あ
げ
た
o
h
v
輝
等
e

石

田
出
政
検
出
凶

b

マ
一
等
ム
慌
弁
太
一
員
、
結
侵
金
作
民
、

山
市
出
十
議
員
、
マ
二
世
押
e

山
居
一
回
刀
民
、
山
田
蚤
一
雄

民
、
二
宮
勲
民
、
小
泉
穀
田
町
民
(
い
ず
れ
も
土
沢
)

弟
三
"
門
カ
ん
タ
会
M

須
賀
公
民
館
主
催
の
新
春
ζ

E

W

 

BEe亡
つ
例
の
カ
ル
タ
会
が
‘
一
月
二
十
一
呂
終

百
、
同
飽
和
室
に
健
さ
れ
、
二
十
一
名
の
参
加
者
が
、

百
人
一
言
争
議
し
ん
だ
。
門
繁
好
者
の
つ
ど
い
M

カ

ル
タ
八
割
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
年
一
一
回
で

は
も
の
た
り
な
い
と
い
う
と
と
に
な
り
、
次
郎
は
四

月
十
四
自
主
そ
の
一
次
は
十
一
月
一
一
一
日
に
カ
ル
タ
会
を

ひ
ら
く
ζ
と
に
な
っ
た
。

ζ
の
た
め
カ
ル
タ
会
世
話

人
二
人
が
選
出
さ
れ
よ
弓

門
一
山
周
年
M

須
猿
公
民
館
創
立
川
ω周
年
記
念
大
会
は

一
日
月
二
十
五
日
・
会
費
一
一
一
宮
内
で
、
向
館
に
同
開
催
さ

れ
る
。
①
窓
倭
者
の
あ
い
さ
つ
‘
②
川
凶
年
号
況
し
て

お
ζ
と
ば
を
ど
う
ぞ
、
③
記
念
バ

i
一
ア
ィ
な
ど
が
予

定
さ
れ
‘
い
ま
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

t
t
z
，
門
新
鮫
電
話
M
城
島
幼
稚
閤
闘
に
鑓
話
が
関

渇
寸
1
・d

連
し
+
~
。
五
五
局
O
九
五
一
一
替
、
円
」
利
潤

い
た
た
き
だ
い
。

9.Ei:
門
新
髭
鱒
話
回
金
百
出
幼
稚
績
に
も
一
月
三

5
5
‘
 

汁
け
九
十
一
日
電
話
が
開
渇
し
た
。
五
八
局
O
一

回
出
一
番
で
あ
る
。

竜男るい家庭iこニそよいそFが育ちます。おとうさん

おかあさん、{まくぷょたち、みんなの努力で、羽るく

主義しい霊聖路告一.，

315 



(8) 第 196号(第3議郵便物認可〉

私
は
、
市

cn出
報
課
で
実
施
し
て
い

る
施
設
皇
室
芝
山
富
加
し
‘
市
町
内
の
公

共
施
設
を
突
際
に
見
て
、
行
政
の
方
向

を
再
認
識
し
、
有
意
義
な
一
日
を
過
し

ま
し
た
。

私
、
帯
え
ま
す
に
、
今
後
の
施
設
見

学
会
は
、
市
内
の
串
で
な
く
、
煽
を
広

げ
て
い
た
だ
く
窓
時
で
、
照
一
庁
よ
か
、

そ
の
ほ
か
県
関
係
の
主
な
施
設
の
見
学

も
と
り
λ
れ
て
企
図
し
た
ら
、
よ
り
す

ば
ら
し
い
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

と
の
点
に
つ
い
て
、

平
塚
・
武
関
節
子
(
主
婦
)

×
 

;
J
溺
在
、
広
報
課
の
行
な

同一一
9

0;
っ
て
い
る
施
設
商
品
学
会

は
、
市
内
の
公
共
施
設

n
工
業
剛
山
地

.
県
営
聾
川
水
源
・
大
神
し
尿
じ
ん

か
い
処
理
場
'
東
海
大
学
g

食
肉
セ
ン

タ
ー
@
街
頭
保
時
間
所
・
市
庁
舎
消
訪

本
部
・
議
事
裳
な
ど
み
を
見
手
す
る

定
期
コ

i
ス
(
毎
汚
二
十
目
)
と
、
市

民
が
希
望
す
る
施
設
寺
田
拍
学
す
る
希

望
施
設
見
学
会
と
の
ふ
た
つ
の
コ
ー

ス
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
水
道
局
寒
川
水
源
事
務

昭和43年 2月 15尽

んを得て向精村(平塚市間続〉

の満願寺Cl)ft識になった。腐る

ことi臼年、明治11年 (1878) 4 
月真芳寺に転じた。 41才のとき

である。

以来修簿にととろが吋つつ農

耕に従事して寺内の輿降

り、彰徳碑にあるように

}寅主主誠著書にあたり怒怒他を戒

め盗容人号事く、叉悟淡水の晶1

し臼れを裂しくして東に尽く

す。 Jを本分としていた。

大正14年の秋、 88才を迎える

と況震を表した人々のために記

それに fいまさら
付り米の路、不隊

不昧と修めゐる樹に1の腰折れ

歌を添えたο 「不味jは「万法

不採Jの禅誌から取った名で

「くらまさずJと読むのであっ

て生涯の料、突はとの諮に一致す

るものがあったσ

隠手ll7年 (932) 9月 6日間

寺の隠宅で95才をもって大安心

のうちに終えた。 r水は水に帰

らず、木も木に帰せず、九十五

年、ついに是非を絶す。 Jはそ

の造偽(いげ}である。

修行をヌド務的に行った人には

それだりのものが自然と流れ出

るものである。

コー二えも
所
の
よ
う
な
平
塚
加
と
深
い
濁
泌
が

語
り
、
か
つ
軍
一
近
の
施
設
に
つ
い
て

は
、
市
外
で
も
一
見
学
の
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

ζ
意
見
の
察
庁
や
そ
の
他
の
県
内
施

設
の
見
学
に
つ
き
ま
し
て
は
、
他
に

も
多
数
の
と
要
間
部
が
あ
り
、
ぜ
ひ
.

実
現
し
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
配
の

パ
ス
で
市
が
弱
緩
行
な
う
に
は
、
い

ろ
い
ろ
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
ζ
で

県
市
民
報
課
に
協
力
を
依
頼
し
、
年

に
何
回
か
奥
の
手
で
実
施
す
る
レ
」
号
つ

都
市
浦
村
島
津
京
子
さ
ん
一
…
千
向
。

務調書署警

平原市大神の翼芳寺境問に彰

徳碑がある。間帯32泣大修不時

の徳を讃えたものである。

| 冥芳寺はノ0¥83原北祭民から出

l たに忠圭認を関山としたととろ

lから明治以後の住職は北条をも

って姓としたσ よってζ の留を

北条不時と称した。

~t条不味は天保 9年(1838)
l 名古屋に主主れ14才で出家し安政

3年(1856)から慶応元年まで

の10年間尾張扇鮪阻宿白鳥山1*

l持寺¢鼎三三郎ーの膝下でつぶさ

--iに不問符の妙用を認め、次いで

!長崎の時台寺に伝翁在~.lJG'をたづ
ねて大事を了得した。 句

ある年の春、鼎三三に路侍して

持日焼飽を行邸中、さりげなくメ:

l神村の主宰芳寺に立ち寄ったと ζ

l ろあたかもわが郷里に帰ったと

とちがし思わず fふる里のおも
!ひでうれし春の風JQ;ー勾/)'う

lかんだという。そこで向寺30泣
:大庵ザ干の法を嗣ぎ、その援せ

味

しど に母 よて す合 ! 往 も 令 と 領 に れ わ 感 母いてつのる L ~主
まち 'If か怒さぞ~の人ど主主が系母向かてど情は壬子会ない ζ と甘こ軍事
ぃt::..?ら gf刊誌い間?子一統ととわネ主的物骨どi!llぜてとさワ会マ

， 1，主うの将司い は 仁 る ラ が の ‘ い コ だ L を ち もは i しとはた$践
すとしtる方がりカ 草 寺 長 と の あ 二 そ が か げ 、 躍 で に年 まを強れ子

ziJ3fitsu:主将15日ii;ifii日告
きにのう Lとケま自 で京禰緩麟凌--え遍くし く守票虫 ら教 ?告

ななと百とと 分 す一 睡媛謬緩怒ら--...なーなた 慢がで 塁塁一容
についおう-t'令室雪で r::ζ 媛譲穆認さP..-'9 いのつ 7う、 母多 、 言霊窒E教
法て子り c ろっ3の都 ふこ緩滋ふ -.11繍習で桓てつ に小あ 抱所

なとき号方黙との対露誌な少 饗義経議長義磁説i いおんくちの新りあ教かつり
るが総がつり 寝 L の考な オ覇基酔媛鶏鈴懸議 ま 訴。ーや蒋しのち青して
は続得協てが度ておえく 場品.:L輯常議電器 おだと致んえいザーや争 1 い

(芸ZR手ぞか詰品主主示まJZ?プ二一ぉ主主主玄主主雪之士主皇室
霊E室長主主ぞ言霊主要宅害事量三事毛主達三選吉芝草書長詰三宮芝

思もでいつい聖 子 ま が す す し 中 尊 重 ま え な に 立 喬あでのれ母れ対差し
IT いし諮う心るさで、る。なでがずにいな派\うちは脅なとる立え，~
埋まあし主主そと な部子たそいは変む自かつにてゃ あ夫い古。しる 11
璽すわ合低れきいすどめの乙そっ時 f言」て脊きん り が お い っ て G り
員 せうのをに、、もじよとのて代ぞルいっ元はまろほ時まひおし
U にと線問はひ ζ にはちがまいが野自るて， ~せま三五千世りとほた

31告

男2ヰ議@之容量 e

醸パトカーに乗って交通jレールの勉強

欝モンターがュ写棄 の 速 成 実 演

錫寸綴:ニどもの非行化防止〉

翻験癌〈伊藤雄之助主演 a あe;すどろ iまう〉

撮鼠液製無料判定コーナー

瀦近代警察の会容を認で見る警察渓など

そろっての来場を歓迎
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